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富
士
見
町
自
治
会
連
合
会
を
代
表
し
て
一
言

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
五
月
前
橋
市
と
合
併
し
、
明

治
二
十
二
年
村
政
施
行
以
来
の
富
士
見
村
か

ら
、
前
橋
市
の
富
士
見
町
と
し
て
出
発
し
ま
し

た
。
私
た
ち
の
富
士
見
地
区
は
、
赤
城
の
豊
か

な
自
然
に
抱
か
れ
た
、
歴
史
と
文
化
と
伝
統
を

誇
り
に
発
展
を
遂
げ
、
四
季
の
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
の
人
々
の
歓
声
が
聞
か
れ
る

地
域
で
す
。

そ
ん
な
中
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成

二
十
二
年
前
橋
市
が
推
進
し
て
い
る
地
域
づ
く

り
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
先
生
か
ら
の
講
演
や
先
行
地
区
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
の
必
要
性

を
学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
々
の
協
議
を

重
ね
、
富
士
見
地
区
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い

て
、
三
つ
の
部
会
「
歴
史
伝
統
部(

伝
統
行
事
や

地
域
活
動
の
活
性
化
と
承
継
）
」
「
自
然
環
境

部(

赤
城
山
を
中
心
と
し
た
自
然
環
境
の
保
全
と

活
用
）
」
「
ふ
れ
あ
い
交
流
部
（
子
ど
も
と
高

齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
）
」
で
テ
ー

マ
を
絞
り
込
ん
で
検
討
を
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。平

成
二
十
三
年
五
月
に
地
域
づ
く
り
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
委
員
皆
様
に
は
、
各
部
の
活
動

に
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
発
刊
さ
れ
る
広
報
誌
が
地
域
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
、
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
期
待
し
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。

会
長

小
川

浩

自
治
会
連
合
会
長

奈
良

高
男

よりよい 富士見づくり

富士見地区地域づくり協議会

① モデル地区指定書の交付

平成２２年４月２４日（土）に開催された「まえ

ばし地域づくり推進大会」において城南地区とと

もにモデル地区に指定されました。

「すきです ふじみ！」

② 学 習 会

６月８日（火）に呉宣児（オソンア）地域づくり

アドバイザーを講師に迎え「これからの地域づく

りに求められるもの」と題した講演会を開きまし

た。

③ ワークショツプ

６月１５日（火）、６月２２日（火）に前橋地域

づくり連絡会の鈴木正知委員長の協力のもと、自

分たちの地域を見つめ直すワークショツプを開催

し、参加者は地域の魅力や課題を共有することが

できました

④ 富士見地区地域づくり協議会設立準備会発足
９月１７日（月）に地区の代表２２人からなる設立準備会が

発足しました。（毎月１回程度の検討会議を開催し、地域づ

くり協議会設立の準備をしました）

⑤ 現地視察（富入沢ダム周辺の視察研修）
１２月１６日（金） 富入沢防災ダム周辺を活用し、

農産物直売所とタイアップした農業体験や都市交流

の振興活性化を図るため、現状について調査研究す

ることとなり、現地視察を実施しました。

⑥ 富士見かるたについての調査・研修
平成２３年１月２３日（日） 富士見かるたの現

状について調査研究することとなり、富士見地区

子ども会カルタ大会を視察しました。

事務局 前橋市富士見町小暮１５８８－１ 小川 浩 ＴＥＬ ０２７－２８８－５４３９

富
士
見
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成

二
十
二
年
四
月
に
前
橋
市
地
域
づ
く
り
推
進
大

会
に
お
い
て
、
富
士
見
地
区
が
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
指
定
さ
れ
、
九
月
よ
り
設
立
準
備
会
が
発

足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
五
月

に
改
め
て
、
富
士
見
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

と
し
て
、
構
成
員
は
自
治
会
長
代
表
四
名
の
参

加
を
得
て
総
勢
二
十
四
名
に
て
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。
協
議
会
は
、
前
橋
市
市
民
部
い
き
い

き
生
活
課
及
び
、
富
士
見
町
自
治
会
連
合
会
の

ご
支
援
に
よ
り
、
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
活
動
内
容
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
富
士
見
町
の
人
た
ち
百

名
が
参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、

我
が
町
を
見
つ
め
直
す
テ
ー
マ
で
、
魅
力
や
課

題
を
取
り
上
げ
検
討
し
た
内
容
を
集
約
し
、
現

在
、
三
部
会
に
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。第

一
班
で
は
歴
史
伝
統
部
会
、
第
二
班
は
自

然
環
境
部
会
、
そ
し
て
、
第
三
班
は
ふ
れ
あ
い

交
流
部
会
と
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に
て
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

は
、
こ
の
地
域
づ
く
り
通
信
に
て
、
刻
々
と
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
我
々
協
議
会
が
目
指
す
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
「
よ
り
よ
い

富
士
見
づ
く
り
」
と
決
定

致
し
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
目
印
と
し
て
、

「
す
き
で
す

ふ
じ
み
」
の
黄
色
の
昇
旗
を
作

成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
黄
旗
を
立
て
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
旗
に
書

か
れ
た
「
す
き
で
す

ふ
じ
み
」
の
言
葉
ど
お

り
誰
も
が
富
士
見
を
想
い
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
な
、
地
域
に
発
展
す
る
よ
う
に
取
組

ん
で
行
き
ま
す
。

最
後
に
今
後
と
も
、
富
士
見
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
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歴
史
伝
統
部
会

富
士
見
か
る
た
の
改
訂
版
を
作
成

副
部
長

岡
田

憲
一

「
富
士
見
か
る
た
」
を
も
っ
と
理
解
し
、
現
状
を

知
ろ
う
と
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、
「
富
士

見
地
区
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大
会
」
に
飛
び
入
り
で
参

加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
子
ど
も
達
の
熱
気
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
も
良
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
平
成
二
十

三
年
で
五
十
一
回
目
と
な
る
歴
史
あ
る
大
会
で
あ
る

と
共
に
、
子
ど
も
会
行
事
で
、
こ
れ
だ
け
永
く
組
織

的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
カ
ル
タ
大
会
は
全
国
で
も
珍

し
い
と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状

を
見
ま
す
と
、
何
点
か
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

第
一
に
か
る
た
の
部
数
が
残
り
わ
ず
か
し
か
な
い

点
、
第
二
に
内
容
の
改
訂
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
点

で
す
。
そ
こ
で
、
早
速
部
会
で
検
討
し
、
そ
の
後
、

富
士
見
か
る
た
改
訂
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
絵
札
４
枚
、
読

み
札
９
枚
を
改
訂
す
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
作
成
中
で
す
の
で
本
年
度
内
に
は
出
来
上

が
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
「
富
士
見
か
る

た
」
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

自
然
環
境
部
会

コ
ス
モ
ス
を
育
て
て

部
長

周
東

聖
子

「
赤
城
山
を
中
心
と
し
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

保
全
と
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
協
議
を
重
ね
、
そ
の
中

か
ら
、
富
士
見
温
泉
～
富
入
沢
防
災
ダ
ム
・
市
民
憩

い
の
森
周
辺
の
整
備
と
活
用
に
取
り
組
ま
な
い
か
を

検
討
し
て
、
今
年
度
は
、
気
候
風
土
生
か
し
た
『
花

の
栽
培
を
』
を
選
び
ま
し
た
。

幸
い
、
Ｆ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
農
園
と
隣
接
す
る
耕
地
、

約
千
二
百
㎡
を
お
借
り
で
き
る
事
と
な
り
、
比
較
的

丈
夫
で
開
花
期
間
の
長
い
、
コ
ス
モ
ス
を
育
て
る
計

画
を
立
て
実
施
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
二
日
の
Ｆ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
ふ
れ
あ
い
農
園

ま
つ
り
の
日
を
、
コ
ス
モ
ス
刈
り
の
日
と
設
定
し
て

八
月
十
日
に
種
蒔
き
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
苗
は
富
士
見
の
大
地
と
太
陽
の
恵
み
を

う
け
力
強
く
成
長
し
、
十
月
十
三
日
上
毛
新
聞
に

『
色
と
り
ど
り
コ
ス
モ
ス
十
二
万
本
』
と
掲
載
さ
れ

る
と
、
朝
か
ら
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
見
学
者
が
殺

到
。

十
月
二
十
一
日
に
は
、
あ
か
ぎ
の
響
の
皆
さ
ん
が
、

見
学
と
コ
ス
モ
ス
採
取
に
訪
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

農
園
ま
つ
り
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

ブ
ー
ケ
に
し
た
花
を
お
配
り
す
る
事
も
出
来
ま
し

た
。播

種
か
ら
採
取
ま
で
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
援

助
と
声
援
に
励
ま
さ
れ
終
了
出
来
ま
し
た
事
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
活
動
が
『
人
の
輪
づ
く

り
』
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
部
会

子
供
と
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

部
長

太
田

正

部
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
ど
も
の
部
会
は
、
発
足
以
来
、
ど
の
よ
う
な

活
動
が
出
来
る
の
か
、
九
名
の
部
員
で
検
討
し
て
参

り
ま
し
た
。
部
会
の
テ
ー
マ
よ
り
「
子
供
」
・
「
高

齢
者
」
・
「
世
代
間
交
流
」
と
非
常
に
幅
が
広
く
課

題
も
ま
た
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

「
こ
の
地
域
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
そ
う
よ
」
と
い
う
事
で
、
次
の
よ
う

な
取
組
み
を
計
画
致
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
地
域
の
支
え
合
う
「
力
」
を
高
め
る
た
め
に
、

協
力
者
養
成
講
座
の
開
催
。

二
、
「
お
元
気
で
す
か
」
の
一
声
掛
け
運
動(

子
供

か
ら
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
な
が
る)

三
、
地
区
の
各
種
行
事
を
把
握
し
、
地
域
全
体
に
結

び
就
く
よ
う
な
活
動
へ
の
展
開
。

四
、
遊
び
塾
を
開
催
し
、
特
に
退
職
し
た
男
性
の
社

会
参
加
を
促
す
。

五
、
安
心
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
、
今
何
が
不
安

か
。
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
実
態
を
把
握
。

こ
の
よ
う
な
事
を
計
画
し
、
現
在
、
地
域
の
行
事
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

前橋赤城山ヒルクライムの応援

富士見地区地域づくり協議会の主な活動状況

平成２３年

５月１６日 第１回地域づくり全体会議

１）地域づくり協議会の組織について

２）事業計画と予算について

６月１３日 第２回地域づくり全体会議

６月２６日 前橋市地域づくり交流フエスタ２０１１開催協力・参加

７月 ５日 第１回企画運営委員会

７月１１日 第３回地域づくり全体会議

７月１３日 赤城大沼用水土地改良区水路沿いのレンゲツツジの

植栽に協力参加

８月２２日 第４回地域づくり全体会議

８月２８日 赤城大沼・白樺マラソン大会の協力参加

９月１１日 前橋赤城山ヒルクライムの選手応援

９月２６日 第５回地域づくり全体会議

１０月 ２日 富士見町体育祭に協力参加

１０月１３日 富士見町体育協会と協力し、体育祭時Tシャツ販売の

義援金をつのり日本赤十字社を通じ被災地に贈った。

136,726円
１０月２２日 ふれあい農園まつり参加によるコスモス畑の観賞会

１０月２４日 第６回地域づくり全体会議

１１月 ３日 富士見産業祭に協力参加

１１月２５日 第７回地域づくり全体会議

１２月２７日 第２回企画運営委員会

色とりどりのコスモス12万本

地域づくり編集後記 （メツセージ）

広報編集委員に選任され、原稿集め、校正等初

めての事ばかりでたいへん苦労しました。しかしな

がら、何とか創刊号を発行することが出来ました。

読みづらい点も多いと思いますが、今後はより良

いものを作って行けたらと思います。

何か、ご意見ご感想がありましたら富士見地区地

域づくり協議会のメンバーにご一報下さい。お待ち

しております。

ご協力を頂いた皆様に厚く御礼申し上げます。

森 幸隆
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